
牛海綿状脳症に係る肥料規制が見直されました 

 

見直しの概要 

平成 13年 10 月の牛海綿状脳症（以下「BSE」という。）の発生を機に、牛、めん羊

又は山羊（以下「牛等」という。）の肉や骨などを原料にした肥料（以下「牛等由来肥

料」という。）は、牛用飼料への流用・誤用を防ぐ観点で、家畜の伝達性海綿状脳症の

発生を予防するための措置（以下、「管理措置という。）として、原料からの特定危険

部位（扁桃、小腸の一部、脊柱、脊髄）の除去、牛等由来肥料への摂取防止材の混合

や原料加工措置、肥料容器への表示が義務付けらました。 

 今般、国内でのBSE発生リスクがすでに低下していること（平成 25年以降、わが

国は国際獣疫事務局（WOAH）による「無視できるBSEリスク国」のステータスを

10 年以上保持している。）、牛等由来肥料の牛用飼料への流用・誤用及び牧草地等への

施用が確認されていないことから、令和 7年９月、牛等由来肥料への摂取防止材の混

合や原料加工の管理措置が原則不要になりました。 

今回の見直しで、管理措置が行われていない牛等由来肥料の流通が再開されます。 

なお、牛等のと畜場の排水処理施設から生じた汚泥を原料とする肥料は、見直し対

象外です。 

また、特定危険部位の除去は継続されます。 

 

畜産農家の皆様へ 

 牛等由来肥料は、牛等が誤って摂食しないように保管、使用してください。 

牛等の肉や骨などを牛等に給与することはできません。 

牛等由来肥料は、牧草地等へ施用しないでください。  

牛等由来肥料の包装等には、必ず右記の注意事項が

表示されています。確認してください。 
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